
　
蔵
王
五
色
岳
に
あ
る
火
山
湖
の
御
釜
や
冬
の

樹
氷
な
ど
で
知
ら
れ
る
宮
城
県
蔵
王
町
。春
夏

秋
冬
を
通
じ
て
多
彩
な
自
然
の
魅
力
が
中
心
と

な
っ
て
き
た
蔵
王
観
光
の
新
た
な
目
玉
と
し
て
、

「
仙
台
真
田
氏
」の
秘
め
ら
れ
た
歴
史
に
焦
点
を

合
わ
せ
新
た
な
魅
力
を
発
信
し
よ
う
と
い
う
動
き

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

4
0
0
年
の
時
を
経
て

る
歴
史
秘
話

　
戦
国
時
代
の
武
将・真
田
幸
村
が
生
き
た
波
乱

万
丈
の
生
涯
を
描
く
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ「
真
田

丸
」が
来
年
1
月
か
ら
放
映
さ
れ
る
の
を
前
に
、

真
田
氏
と
深
い
縁
を
持
つ
宮
城
県
の
蔵
王
エ
リ
ア

で
も
、本
家
で
あ
る
長
野
県
上
田
市
と
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
、そ
の
歴
史
や
文
化
を
発
信
す
る
取

り
組
み
が
本
格
化
し
て
い
ま
す
。

　
真
田
幸
村
と
そ
の
長
男・大
助
幸
昌
は「
大
阪

夏
の
陣
」で
討
死・自
害
し
ま
し
た
が
、幸
村
の
血

脈
を
継
ぐ
唯
一の
男
児
で
あ
る
次
男・大
八
は
4

人
の
姉
と
と
も
に
外
様
大
名
筆
頭
格・伊
達
政
宗

の
治
め
る
仙
台
藩
へ
と
逃
れ
、正
宗
の
重
臣
で
あ

る
白
石
城
主・片
倉
重
綱
の
下
で
密
か
に
養
育
さ

れ
ま
し
た
。成
人
し
た
大
八
は
片
倉
守
信
と
名

乗
って
伊
達
家
の
家
臣
と
な
り
、領
地
と
し
て
与

え
ら
れ
た
の
が
現
在
の
蔵
王
町
で
在
郷
屋
敷
も

構
え
ら
れ
た
と
いい
ま
す
。

　
家
康
を
窮
地
に
陥
れ
た
大
罪
人・真
田
幸
村
の

血
脈
を
継
ぐ
大
八
の
行
方
を
追
い
続
け
た
幕
府

の
目
を
逃
れ
る
た
め
、大
八
死
亡
説
や
系
図
偽
造

な
ど
の
危
険
ま
で
冒
し
て
幸
村
の
遺
志
を
成
就

さ
せ
た
壮
大
な
歴
史
秘
話
は
、幸
村
討
死
か
ら

4
0
0
年
の
時
を
経
て
、地
域
観
光
振
興
の
目
玉

と
し
て
鮮
や
か
に
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

自
然
だ
け
で
な
い
蔵
王
エ
リ
ア
の
商
品
化
を

　
蔵
王
町
で
は「
真
田
丸
」の
制
作
決
定
が
発

表
さ
れ
る
前
年
の
2
0
1
3
年
、蔵
王
町・白

石
市
を
は
じ
め
宮
城
県
内
に
伝
わ
る「
仙
台
真

田
氏
」の
魅
力
を
活
か
す
こ
と
で
地
域
活
性
化

や
交
流
促
進
を
目
指
す「
蔵
王
山
麓
真
田
の
郷

を
磨
く
会
」が
発
足
。同
年
の「
仙
台
宮
城
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョン
キ
ャ
ンペ
ー
ン
」で
の
仙
台
真
田

氏
に
ま
つ
わ
る
商
品
13
種
の
販
売
開
始
を
皮
切

り
に
、「
蔵
王
町
産
業
ま
つ
り
」に
ブ
ー
ス
出
展

す
る
な
ど
活
動
を
本
格
化
さ
せ
て
い
ま
す
。今

年
4
月
か
ら
は
、交
流
促
進
事
業「
真
田
幸
村

公
血
脈
の
郷・蔵
王
町
」も
開
始
。長
野
県
上
田

市
で
開
催
さ
れ
た「
上
田
真
田
ま
つ
り
」に
も
独

自
参
加
し
て
、県
境
を
越
え
た
広
域
観
光
促
進

の
取
り
組
み
に
も
着
手
し
て
い
ま
す
。

　
蔵
王
町
農
林
観
光
課
の
平
間
和
彦・観
光
振

興
係
長
は
、「
大
河
ド
ラ
マ
の
実
現
に
向
け
て
連

携
し
て
き
た
上
田
市
と
の
地
域
間
交
流
も
含
め
、

『
仙
台
真
田
氏
』を
軸
と
す
る
誘
客
促
進
に
も

力
を
入
れ
て
い
く
」と
説
明
。「
旅
行
業
界
の
皆

さ
ん
に
も
、自
然
に
加
え
て
歴
史
や
文
化
の
側

面
か
ら
も
蔵
王
エ
リ
ア
の
商
品
化
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
」と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

宮城県・蔵王エリア

エメラルドグリーンの水をたたえた
火口湖「御 」は「樹氷」と並ぶ蔵王
の象徴です

地元の旅館では特別室「真田の間」を用
意して宿泊プランも販売

今年10月の蔵王町産業まつりでは真田
幸村の兜をかぶった武者姿も披露

今年7月には蔵王町矢附地区で「仙台真田ちゃん
ばら合戦」を開催

2006年にオープンした遠刈田温
泉の共同浴場「神の湯」

仙台真田氏の九代当主・真田幸清
の供養塔（蔵王町矢附地区）

「
仙
台
真
田
氏
」を
新
た
な
魅
力
に

本
家・長
野
県
上
田
市
と
も
連
携
し
て
誘
客
促
進
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